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敬老特集 
｢健やかに歳を重ねて１００歳｣ 
 
赤磐市にラジオ体操が 
やってきた 
 
もしものときに備えて… 
９月１日は「防災の日」 
 
公民館へ行こう 
 
わたしのあなたの健康#0 
「高齢者の歯・いつまでも健康で楽しい食生活をめざして」 
 
人権コラム!6「命を実感する」 
 
ズームアップ図書館 
 
郷土の人物!5「花房銀三郎」 

 
スポーツトピックス 
 
新ＡＬＴ紹介 
 
暮らしのカレンダー 
 
情報BOX「インフルエンザ予防接種」ほか 
 
赤磐市ふるさと祭り 
 
赤磐市音楽祭 
 
読者のページ 
「桜が丘いきいき交流センター第４回文化祭開催のご案内」ほか 

 
まちのわだい 
「子どもや高齢者の事故を減らそう」 
「生活習慣病と糖尿病を学ぼう」ほか 
 
ふるさとの史跡探訪#0「婦本路古墳群」 
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九
月
十
七
日
は
、「
敬
老
の
日
」
で

す
。
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
で

は
「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し

て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、長
寿
を
祝

う
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。 

　 　
赤
磐
市
に
は
現
在
、百
歳
以
上
の

人
が
十
三
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、松
田
一
野
さ
ん（
百
二
歳
）
、

下
村
次
三
郎
さ
ん
（
百
一
歳
）
、友
實

喜
代
子
さ
ん
（
百
歳
）
を
お
訪
ね
し

ま
し
た
。 

敬
老
特
集 

●
八
月
二
十
二
日
（
水
）
、吉
井
子

　
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ひ
ば
り

　
ク
ラ
ブ
に
に
た
く
さ
ん
親
子
が

　
参
加
し
、う
ち
わ
作
り
と
そ
う
め

　
ん
流
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

▲高齢者の楽団「うたわん会」 
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朝
六
時
前
に
起
床
し
て
家
の
近
く
を
散
歩
し
て

か
ら
朝
食
。
午
前
九
時
に
は
、少
し
だ
け
お
し
ゃ
れ

し
て
近
く
の
バ
ス
停
か
ら
病
院
へ
。 

熊山病院到着後、
患者や先生方と談笑

しながら約１時間リハビリ。
「一野さんの元気が私の目
標よ」と周りの人から声がか
かる。「早くお参りしとうても、
声がかからん」と返すこ
の明るさが元気の
ひけつかも。 

病院で料金を支
払ったら、近くのお店
へ。今日の買い物は、仏
壇へ供える花と大好きな温
室みかんです。そしてバス
で帰宅。「若い人の世話を
して荷物をもってあげ
ているんよ」と運転
手さん。 

　
毎
朝
五
時
に
起
床
し
て
八
時
に
は
熊
山
病
院
へ

電
動
三
輪
車
で
通
院
。
雨
の
日
は
お
休
み
で
す
。 

リハビリで習った
体操を覚えて帰って、

ご自宅でもされているとか。
お風呂もトイレもお一人で大丈夫。
「足が弱ってきたから、なるべく転
ばんようにだけ気をつけとんじゃ」
食事もバランスに気をつけておら
れるそうです。「毎日の生活リズ
ムを崩さないのが、この元気の
ひけつでは」と熊山病院の
理学療法士松原 

先生。 

　

一
人
暮
ら
し
で
、自
立
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
で

も
、週
二
回
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
、そ
し
て
月
二
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
、買
い
物
や
入
浴
の
お
世
話
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

「ナスのからし
漬けの材料をお願
いします」買い物はメ
モして渡します。「新し
いこともしっかり理解し
て挑戦する人です」
とヘルパーさん。 

　　　 
病院がすむと、
なんと電動三輪車
のまま近くのお店に入
ってお買い物。そ
してまた電動三
輪車で帰宅。 

毎週月曜日は、
公民館で高齢者楽
団「うたわん会」に出
席。キーボードを弾
いたり、周りの人と
談笑したり。 
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八
月
二
十
三
日
（
木
）
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
日
本

郵
政
公
社
の
主
催
、市
の
共
催
で
「
夏
季

巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
」
が
、

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
早
朝
か
ら
市
民
や
帰
省
し
た
人
、遠

く
は
県
外
か
ら
と
い
う
人
な
ど
約
二
千
人

が
参
加
。 

　
放
送
前
に
は
、開
会
式
や
リ
ハ
ー
サ
ル
、

準
備
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
番
に
な

る
と
、軽
快
な
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、

み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
に
心
地
よ
い
汗
を

流
し
な
が
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。 

▲この日を楽しみに早くから参加し最前列で 
　開始を待つ金山さん、時末さん(町苅田)

▲メインアリーナもサブアリーナもいっぱいになり 
　観客席でラジオ体操を楽しむ参加者 

▲会場に集まる参加者 

地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置 
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市
で
は
、道
路
運
送
法
の
改
正

に
よ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど

の
公
共
交
通
に
つ
い
て
協
議
す
る

た
め
、「
赤
磐
市
地
域
公
共
交
通
会

議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。 

■
設
置
内
容 

　
八
月
二
日
の
初
回
会
議
で
は
、

十
一
人
の
委
員
と
四
人
の
専
門
員

が
委
嘱
さ
れ
、会
議
の
趣
旨
を
確

認
し
た
後
、会
長
に
松
中
委
員（
岡

山
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
）、

副
会
長
に
山
本
委
員
（
市
自
治
連

合
会
）を
選
任
し
ま
し
た
。 

■
協
議
事
項 

　
九
月
か
ら
試
行
運
行
さ
れ
る
福

祉
バ
ス
笹
岡
・
西
山
線
に
つ
い
て
協

議
し
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
本
庁
企
画
課 

　
1
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５
５
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６
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九
月
一
日
の
「
防
災
の
日
」
は
、

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
年
）の

こ
の
日
に
起
き
た
関
東
大
震
災

の
教
訓
を
忘
れ
な
い
、と
い
う
意

味
と
、こ
の
時
期
に
多
い
台
風
へ

の
心
構
え
の
意
味
も
含
め
て
一

九
六
十
年（
昭
和
三
十
五
年
）に

制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
家
庭
で
は
、い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
避
難
場
所
の
確
認
や
非
常

持
ち
出
し
袋
を
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
中
身
は
一
人
で
持

ち
出
せ
る
最
低
限
の
も
の
を
。
ま

た
、一
年
に
一
度
は
必
ず
点
検
、

電
池
や
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

缶
詰
な
ど
は
古
く
な
っ
て
い
れ
ば

新
し
い
も
の
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。 

　
そ
の
ほ
か
に
も
、災
害
直
後
に

は
持
ち
出
せ
な
く
て
も
後
々
使

用
で
き
る
よ
う
に
水
や
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
を
別
に
保
存
し
て
お

く
と
安
心
で
す
。 

　
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
家

具
や
家
電
の
転
倒
に
よ
る
被
害

も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
安
定
な
家
具
、ま
た
危
険
な

も
の
が
な
い
か
な
ど
、こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
今
一
度
家
の
内
外
の
点

検
を
！ 

　 
       

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
万
一
災
害

に
直
面
し
た
と
き
の
対
応
や
、被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の

予
防
策
を
考
え
る
上
で
参
考
に

な
る
よ
う
作
成
し
て
い
ま
す
。 

　『
も
し
も
、そ
の
時
…
』 

　
地
域
の
中
で
助
け
合
う 

　
高
月
地
域
で
避
難
訓
練 
 

　
こ
の
日
、
高
月
地
域
（
馬
屋
・

和
田
・
岩
田
・
穂
崎
地
区
）で
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
訓
練
は
、高
月
地
域
の
区

長
や
民
生
児
童
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
、地
域
ぐ
る
み
で
三
年
前

か
ら
行
わ
れ
今
年
が
パ
ー
ト
3
の

年
と
な
り
ま
し
た
。 

　
パ
ー
ト
1
で
は
、火
災
、台
風
、

地
震
な
ど
災
害
に
関
す
る
基
礎

的
な
知
識
に
つ
い
て
勉
強
。パ
ー

ト
2
で
は
、実
際
に
起
震
車
に
乗

っ
て
み
て
、大
災
害
時
の
恐
怖
の

体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、今
年
パ
ー
ト
3
と
し

て
行
わ
れ
た
「
避
難
訓
練
」
で
は
、

サ
イ
レ
ン
の
合
図
に
よ
り
、各
地

区
か
ら
徒
歩
や
車
椅
子
で
高
月

公
民
館
ま
で
避
難
。
そ
し
て
避

難
場
所
ま
で
の
所
要
時
間
な
ど

の
調
査
が
さ
れ
車
椅
子
で
参
加

し
た
人
か
ら
は
「
県
道
の
横
断

や
坂
道
で
は
、
同
伴
者
が
必
要

だ
っ
た
」「
歩
道
に
凸
凹
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
や
、車
道
と
歩
道
の
区
別

が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
は
危
険
だ
っ
た
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、消
防
職
員
よ
り
消
火
、

通
報
、応
急
手
当
の
指
導
を
受

け
地
域
で
助
け
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

▲参加した約１００人を前に地域の人で 
　助け合うことの意義を話す山本和田区長 

▲１１９番通報を正確に行うための訓練 

▲自宅から車椅子で避難する人 

▲会議の様子 

s
五
月
に
全
戸
配
布
し
た 

　
　
「
我
が
家
の
防
災
」
冊
子 
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★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

　秋の一日、赤磐の史跡を歩いてみませんか。 

◆日　時／１１月９日（金） ９：００～１６：００ 
◆場　所／赤坂地区（岩神のゆるぎ岩、赤磐８８ヶ所の 
　　　　　８、９、１０札所など） 
◆講　師／山陽郷土資料館 学芸員 
　　　　　高畑　富子 
◆対　象／一般 
◆定　員／２０人　　◆参加費／２００円 
◆申込期間／１０月１１日（木）～ 
　　　　　　定員になり次第締め切ります 
◆問い合わせ先 
　高月公民館 1０８６-２２９-９７７７ 

　すてきな手作り作品をつくりませんか。 

◆日　時／１１月２日（金）・９日（金）・１６日（金） 
　　　　　１３：３０～１６：３０ 
◆対　象／一般　◆定　員／１５人 
◆参加費／１５００円（材料代を含む） 
◆その他／専用筆・スポンジブラシが必要なので、持って
　　　　　いない人は当日購入してください（８００円程度） 
◆申込期間／１０月２２日（月）～ 
　　　　　　定員になり次第締め切ります 
◆会場＆問い合わせ先 
　中央公民館 1０８６-９５５-００６９ 

◎『エクセル２００７入門講座』 
　一般的な集計表・グラフの作成を通して、エクセルの基
礎をゆっくりとしたペースで学んでみませんか。 

◆日　時／Eコース…１０月１５日（月）・１０月１８日（木） 
時間は下記の中からお選びください。 

　 複数の受講はできません。 
　　　　　（朝）９：００～１２：００、（昼）１３：３０～１６：３０、 
　　　　　（夜）１８：３０～２１：３０ 
◆対　象／一般 
◆定　員／各回１０人（先着順） 
◆受講料／１，５００円（１コース２回分） 
◆テキスト代／実費 
 
 
◎『デジカメ入門講座』 
　デジカメの特徴を知り、パソコンへの取り込みから、簡単
な活用方法を学習します。ぜひこの機会に学んでみましょ
う。 

◆日　時／Dコース…１０月３０日（火）・１１月１日（木） 
時間は下記の中からお選びください。 

　 複数の受講はできません。 
　　　　　（朝）９：００～１２：００、（昼）１３：３０～１６：３０、 
　　　　　（夜）１８：３０～２１：３０ 
◆対　象／一般 
◆定　員／各回１０人（先着順） 
◆受講料／１，５００円（１コース２回分） 
◆テキスト代／実費 
 

◎『ブログ入門講座』 
　ブログのしくみを学んだり、自分のブログを作成したりし
ます。日々の日記や、自分の趣味などをインターネットで公
開してみませんか？ 

◆日　時／Bコース…１１月８日（木）・１１月１２日（月）・１１月１５日（木） 
時間は下記の中からお選びください。 

　 複数の受講はできません。 
　　　　　（朝）９：００～１２：００、（昼）１３：３０～１６：３０、 
　　　　　（夜）１８：３０～２１：３０ 
◆対　象／一般　　◆定　員／各回１０人（先着順） 
◆受講料／２,０００円（１コース３回分） 
◆テキスト代／実費 
 
◆場　所／中央公民館 

　※窓口で受講料を添えてお申し込みください。 
◆申込期間／１０月１日（月）～ 
　　　　　　定員になり次第締め切ります 
◆問い合わせ先／中央公民館 1０８６-９５５-００６９ 
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★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

　自然大好き人間集まれ！赤磐市内に生息する水の中の生
きものや鳥について観察してみよう。 

◆日時・場所／１０月１３日（土） ９：００～１１：００ 
水の中の生きもの観察…赤磐市可真下（可真川） 
１１月１０日（土） ９：００～１１：００ 
里山の鳥観察…赤磐市佐古 
※雨天中止 

◆定　員／３０人　　◆参加費／無料 
◆申込期間／１０月１日（月）～１０月１２日（金） 
◆問い合わせ先／熊山公民館 1０８６９９-５-１３６０ 

　大きな松ぼっくりを使ってクリスマスツリーを作りましょ
う。 

◆日　時／１１月１７日（土） ９：３０～１１：００ 
◆対　象／小学校１～３年生 
◆定　員／１５人（先着順）　　◆参加費／無料 
◆申込期間／１０月１０日（水）～１１月１０日（土） 
◆会場＆問い合わせ先／西山公民館 1０８６-９５５-０７７７ 

　厚い板を電動糸のこで切って動物などを作ります。 

◆日　時／１１月２８日（水） ９：００～１７：００ 
◆対　象／一般　　◆定　員／１０人（先着順） 
◆参加費／３００円 
◆申込期間／１０月１０日（水）～１１月１０日（土） 
◆会場＆問い合わせ先／西山公民館 1０８６-９５５-０７７７ 

　おもしろいお話を聞いて、みんなで笑ってみませんか。 

◆日　時／１０月２７日（土） １０：００～１１：３０ 
◆講　師／新聞、テレビでおなじみの立石憲利さん 
◆対　象／子ども（園児）～一般 
◆参加費・申し込み／不要 
◆会場＆問い合わせ先／高月公民館 1０８６-２２９-９７７７ 

　おともだちをさそって、あそびにきてね。 

◆日　時／１１月１０日（土） １０：００～１１：３０ 
◆対　象／幼児～小学校低学年（保護者同伴） 
◆内　容／絵本読み聞かせの会「ぐりとぐら」による絵本

の読み聞かせ、紙芝居、工作など 
◆参加費・申し込み／不要 
◆会場＆問い合わせ先／高月公民館 1０８６-２２９-９７７７ 

　パターンをもとに絵付けをして、心あたたまる装飾品を
作ってみませんか。 

◆日　時／１２月１日（土）・８日（土） 
　　　　　「お正月」又は｢５月の節句｣のどちらか選択 
　　　　　１３：３０～１６：００ 
◆講　師／光石　三池子 
◆対　象／小学４年生～一般（小学生は大人と同伴） 
◆定　員／１０人程度（先着順） 
◆参加費／８００円（材料代を含む） 
◆その他／専用筆・スポンジブラシが必要なので、持って
　　　　　いない人は当日購入してください（８００円程度） 
◆申込期間／１０月２２日（月）～ 
　　　　　　定員になり次第締め切ります 
◆会場＆問い合わせ先／山陽公民館 1０８６-９５５-９７７７ 

　おいしい健康的なパンづくりの基礎を学ぶとともにパン
を焼く技術の習得をしよう。 

◆日　時／１１月１０日（土）・１７日（土） ９：００～１４：００ 
◆講　師／松田　敬子　　◆対　象／一般 
◆定　員／２０人（先着順） 
◆内　容／１１月１０日（土） 
　　　　　バターロール生地でアンパン、ツナパンをつくろう 
　　　　　１１月１７日（土） 
　　　　　ヘルシーな食事パンをつくろう 
◆参加費／２回で５００円 
◆申込期間／１０月９日（火）～ 
　　　　　　定員になり次第締め切ります 
◆会場＆問い合わせ先／山陽公民館 1０８６-９５５-９７７７ 
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●歯の健康シリーズ・第４回 

　
読
者
の
皆
さ
ん（
特
に
高
齢
者
）

に
質
問
し
ま
す
。 

 

1
半
年
前
に
比
べ
て
硬
い
も
の
が

　
食
べ
に
く
く
な
り
ま
し
た
か
。 

2
お
茶
や
汁
な
ど
で
む
せ
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
か
。 

3
口
の
渇
き
が
気
に
な
り
ま
す
か
。 

 

　
平
成
十
八
年
度
よ
り
始
ま
っ
た

介
護
予
防
の
歯
科
に
関
す
る
質
問

項
目
で
す
。
歯
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
第

一
回
で
８
０
２
０
運
動
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。
八
十
歳
で
二
十
本
の
歯

を
保
と
う
と
い
う
運
動
で
す
が
、年
々

数
値
は
向
上
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

達
成
ま
で
は
さ
ら
な
る
努
力
が
必

要
の
よ
う
で
す
。 

　
人
間
は
加
齢
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま

な
体
の
変
化
が
生
じ
ま
す
。
お
口
の

中
の
主
な
も
の
と
し
て 

 

1
歯
が
抜
け
る
な
ど
に
よ
り
、か
む

　
力
の
低
下 

2
食
べ
物
を
飲
み
込
む
機
能
の
低

　
下 

3
だ
え
き
の
分
泌
量
の
低
下
に
よ

　
る
口
腔
乾
燥 

 

　
最
初
の
質
問
に
対
す
る
加
齢
に

よ
る
変
化
で
す
。 

　
各
項
目
に
よ
る
対
処
法
を
次
に

説
明
し
ま
す
。 

 

1
か
む
力
を
高
め
る
よ
う
に
、虫
歯

　
や
歯
周
病
の
処
置
、義
歯
の
作
成
、

　
調
整
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

2
三
十
秒
間
に
三
回
以
上
つ
ば
を

　
飲
み
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
心

　
配
あ
り
ま
せ
ん
。で
き
な
い
場
合

　
は
、お
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
、正

　
し
い
姿
勢
で
飲
み
込
む
練
習
を

　
し
ま
し
ょ
う
。 

3
食
事
の
時
に
は
し
っ
か
り
か
ん
で

　
く
だ
さ
い
。ひ
と
口
三
十
回
を
目

　
標
に
し
ま
し
ょ
う
。
食
事
前
に
だ

　
え
き
腺
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
方

　
法
が
あ
り
ま
す
の
で
か
か
り
つ

　
け
の
歯
科
医
師
な
ど
に
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。 
 

　
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
の
結
果
、し
っ

か
り
か
め
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と

で
は
認
知
症
や
寝
た
き
り
の
割
合

に
明
ら
か
な
差
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
っ
か
り
か
ん
で
一
生
楽

し
い
食
生
活
、健
康
な
人
生
を
送
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

　
赤
磐
歯
科
医
師
会
は
先
日
、「
医

療
介
護
現
場
に
お
け
る
口
腔
衛
生

管
理
」
と
題
し
赤
磐
医
師
会
病
院

で
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は

有
病
者
、
要
介
護
者
に
対
し
て
も

適
切
な
口
腔
管
理
を
め
ざ
し
、
地

域
医
療
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
健
口
か
ら
健
康
へ
、そ
し
て
健
幸

に
！ 

（
赤
磐
歯
科
医
師
会
） 

　８月９日（木）、長年にわたり献血推進活
動に貢献した団体、個人を表彰する「献血
感謝のつどい」（岡山県・日本赤十字社岡
山県支部主催）が、岡山市のピュアリティ
まきびで開かれました。 
　つどいでは、山口裕視副知事が「輸血を
必要とされる人への血液の安定的な供給
ができるよう、今後ともご協力をお願いし
ます」とあいさつし、株式会社山陽マルナ
カ山陽店と学校法人三木学園岡山白陵高
等学校へ感謝状が手渡されました。 

献 血 に 貢 献 

株式会社山陽マルナカ山陽店 
学校法人三木学園岡山白陵高等学校 

　熊山地域の和氣宏昌委員と吉井地域の浦上
徹委員の任期満了・退任に伴う後任に日笠誠さ
んと釜口知子さんが法務大臣から委嘱されました。 
　人権擁護委員とは、日ごろ地域に根ざした活
動を行っているさまざまな分野の人たちが、地
域の中で人権思想を広め、地域住民の人権が侵
害されないように配慮し、人権を擁護する活動
をする人たちです。 
　法務局と連携しながら、市民の人権を守るた
めに、中立・公正な立場で人権相談などのさまざ
まな活動をしています。 
　人権相談は、地域ごとで定期的に開催してい
ます。身近な問題でお困りの人は、ぜひお気軽に
お問い合わせください。 

【問い合わせ先】 
　本庁市民課 人権・男女共同参画係 1０８６-９５５-１１１４ 

日笠　　誠 

釜口　知子 
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中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
 

※借りるときには利用者
　カードをお持ちください。

※はじめて借りる人は、免
　許証・保険証など氏名・
　住所を確認できるもの
　を提示し申請してくださ
　い。利用者カードを作り
　ます（小学生以下の人
　は保護者が申請してく
　ださい）。 

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

水 月 金 土 木 日 

 

1『キリストの棺－世界を震撼 
　　　　させた新発見の全貌－』 
　　シンハ・ヤコボビッチ、チャールズ・ペルグリーノ／著 
　　沢田　博／訳 
　　（イースト・プレス／出版） 
 
2『走る人！鹿児島～青森 
　　　　３０日間２３００　激走日誌』 
　　岡P　圭／著 
　　（株式会社吉備人出版／出版） 
 
3『博士の本棚』 
　　小川　洋子／著 
　　（新潮社／出版） 
 
 
4『孫にうけるあそびとおもちゃ』 
　　菅原　道彦／著 
　　（大月書店／出版） 

1『ほたる島物語－カメじいさまと 
　　　　　　なかまたちのお話－』 
　　ベネディクト・ブラスウェイト／作 
　　斎藤　倫子／訳 
　　後藤　貴志／挿画 
　　（ポプラ社／出版） 

2『手づくりヨットで日本一周 
　　　６５００　ヤワイヤ号の冒険』 
　　関屋　敏隆／著 
　　（小学館／出版） 

3『涙のタトゥー』 
　　ギャレット・フレイマン＝ウェア／作 
　　ないとうふみこ／訳 
　　（ポプラ社／出版） 

4『図書館ってどんなところなの？』 
　　赤木　かん子／文 
　　すがわら　けいこ／絵 
　　（ポプラ社／出版） 

　図書館で不用になった雑誌や書籍を
さしあげます。皆さんお誘いあわせの上、
お気軽にお越しください。 
　各館で内容が異なりますので、詳し
くは各図書館へお尋ねください。 

●中央図書館・吉井図書館 
　１０月２７日（土）、２８日（日）、３０日（火） 
●赤坂図書館・熊山図書館 
　１０月２７日（土）～１１月２日（金） 

　期間中に本を借りた人に１日１回スタ
ンプを１つ押します。スタンプを５つ以
上集めた人に図書館オリジナルしおり
をさしあげます。 

●場所／赤坂図書館・熊山図書館・ 
　　　　吉井図書館 
●期間／１０月２７日（土）～ 
　　　　１１月２９日（木） 

■講演会「絵本やおはなしで 
　　　　　子どもの心と言葉を育てる」 
　〈講師〉元全国学校図書館協議会 

よい絵本選定協力委員 
今村　繁　さん 

●日時／１０月１３日（土） 午後２時～４時 
●場所／赤坂健康管理センター 

※参加費無料。参加申し込みは赤坂図　
　書館まで。（電話可） 

■演題「魂の行方を見る人びと 
　　　　　　　－万葉挽歌の世界－」 
　〈講師〉就実大学人文科学部 

田中　文雅　教授 
　誰もが一度は耳にしたことのある「万
葉集」。古代万葉の時代に生きた人々は、
何を感じ、どのような思いをその歌に込
めたのでしょうか。秋のひととき、田中教
授の案内で万葉の世界に思いをはせて
みませんか？ 

●日時／１０月２８日（日） 午後２時～４時 
●場所／中央図書館 

※参加費無料。参加申し込みは１０月２５
　日までに中央図書館まで。（電話可） 

ぜひ親子で 
ご参加ください☆ 

講演の間、お子さんが楽しめる 
おはなしの部屋も 
あります♪ 

キ 
　ロ 

キ 
　ロ 

キ 
　ロ 
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花房　銀三郎 

郷土の 

物 人 

＜名主・教育者／高屋＞ 

はなふさ ぎんざぶろう 

　
花
房
銀
三
郎（
以
下
銀
三
郎
）は
、

江
戸
時
代
　

文
政
三
年（
一
八
二
〇
）

赤
坂
郡
高
屋
村（
現
赤
磐
市
高
屋
）

の
名
主
・
花
房
善
蔵
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
 

　
六
歳
の
時（
文
政
九
年
）、銀
三

郎
ほ
か
数
名
の
名
前
の
書
か
れ
た

武
者
絵
の
絵
馬
が
、氏
神
様
の
素

盞
嗚
神
社
に
奉
納
さ
れ
、さ
ら
に

八
歳
の
時
、「
鶴
」
と
書
い
た
銀
三

郎
の
立
派
な
書
始
め
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
書
道
、算
術
な
ど
が
達
者
で
あ
っ

た
銀
三
郎
は
、父
善
蔵
の
勤
功
も

あ
っ
て
十
八
歳
の
時（
天
保
九
年
）、

特
別
に
高
屋
村
三
又
村
の
名
主
役

を
申
し
付
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
同
年
、将
軍
家
よ
り
中
国
御
巡

見
使
が
派
遣
さ
れ
、名
主
中
最
年

少
で
あ
っ
た
銀
三
郎
は
「
下
役
人

手
下
役
」
と
し
て
職
務
を
全
う
し

ま
す
。
 

　
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
十
一

月
五
日
、震
源
地
土
佐
沖
、マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
八
・
四
の
南
海
道
の
大
地

震
が
、こ
の
地
を
襲
い
ま
し
た
。
世

に
い
う
安
政
南
海
地
震
で
す
。
 

　
銀
三
郎
は
、『
永
代
御
用
留
』に

「
地
震
日
記
」
と
題
し
て
「
五
日
晩

七
ツ
半
時
、前
代
未
聞
の
大
地
震

に
て
、い
づ
れ
も
家
よ
り
飛
び
出
し
、

牛
馬
に
至
る
迄
追
い
出
し
火
の
用

心
い
た
し
候
と
こ
ろ
、自
分
宅
は
山

屋
敷
地
堅
く
震
え
軽
く
少
し
も

損
じ
こ
れ
な
く
、沖
合
下
市
・
河
本
・

立
川
辺
で
格
別
甚
だ
し
く
…
田
地

五
寸
ば
か
り
も
高
低
相
い
成
り
、

…
青
ど
べ
吹
き
出
し
…
」
と
、年
末

ま
で
余
震
の
続
い
た
顛
末
を
生
々

し
く
記
録
し
ま
し
た
。
 

　
明
治
三
年（
一
八
七
〇
）、銀
三

郎
五
十
歳
の
時
、名
主
制
度
が
廃

止
に
な
り
、名
主
を
里
正
と
改
称

し
ま
す
。
銀
三
郎
は
こ
の
時
ま
で
約

三
十
年
間
、高
屋
村
・
上
市
村
・
門

前
村
・
津
崎
村
・
立
川
村
・
尾
谷
村

な
ど
の
兼
帯
名
主
を
務
め
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、同
五
年
に
は
、学
問
所
よ

り
第
二
十
五
区
学
問
所
副
総
括
を

命
じ
ら
れ
ま
す
。
 

　
同
八
年
、銀
三
郎
は
自
宅
に
「
高

屋
村
女
黌
」
を
開
校
し
、
裁
縫
教

師
に
岡
山
士
族
の
塩
田
常
を
迎
え
、

高
屋
村
・
正
崎
村
・
五
日
市
村
の
十

代
〜
二
十
代
の
女
性
十
九
人
の
裁

縫
の
ま
な
び
や
を
設
け
ま
し
た
。
 

　
翌
九
年
五
月
二
十
三
日
、岡
山

県
は
区
々
村
々
に
裁
縫
黌
を
設
け
、

女
紅（
裁
縫
）を
教
導
せ
し
め
る
こ

と
を
各
郡
長
に
布
達
し
、同
月
二

十
九
日
、岡
山
県
よ
り
銀
三
郎
に「
裁

縫
黌
取
締
」の
辞
令
が
で
ま
す
。
 

　
同
じ
日
、銀
三
郎
の
二
女
兼
に
、

岡
山
県
か
ら
「
高
屋
裁
縫
黌
（
前

身
は
「
高
屋
村
女
黌
」
）助
教
」
の

辞
令
が
出
ま
し
た
。
 

　
同
年
七
月
、裁
縫
黌
取
締
の
銀

三
郎
に
岡
山
県
は
、三
十
有
余
年

村
吏
の
職
を
よ
く
務
め
、ま
た
裁

縫
黌
を
興
し
婦
女
教
育
の
道
を
開

い
た
こ
と
を
奇
特
と
し
て
、二
等
郡

老
を
申
し
付
け
ま
す
。
 

　
同
月
、備
前
・
備
中
・
美
作
各
郡

の
裁
縫
黌
教
育
取
締
と
し
て
巡
回

を
申
し
付
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
や
が
て
裁
縫
黌
は
、女
紅
場
と

改
称
さ
れ
、
翌
十
年
、
女
紅
場
が

最
寄
り
の
小
学
校
に
附
属
し
、裁

縫
所
と
な
る
ま
で
銀
三
郎
は
、
女

紅
場
取
締
を
し
ま
し
た
。
 

　
明
治
十
二
年（
一
八
七
九
）高
陽

小
学
創
立
に
あ
た
り
、校
名
は
銀

三
郎
の
発
案
に
よ
っ
て
学
校
の
立

地
場
所
が
高
屋
村
の
「
陽
」
に
位

置
す
る
こ
と
か
ら
「
高
陽
」
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
江
戸
・
明
治
と
二
つ
の
時
代
を

生
き
た
銀
三
郎
は
、明
治
三
十
年（
一

八
九
七
）、七
十
七
歳
で
永
眠
し
ま

し
た
。
 

　
銀
三
郎
没
後
百
十
年
経
っ
た
今

年
、岡
山
県
備
前
県
民
局
発
行
の

『
岡
山
県
南
部
に
お
け
る
南
海
地

震
の
記
録
』
に
、銀
三
郎
の
「
地
震

日
記
」
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
 

　（
山
陽
郷
土
資
料
館
　
高
畑
富
子
） 

  

●
参
考
文
献
 

　
　
『
永
代
御
用
留
』
 

　
　
『
岡
山
春
秋
』
 

　
　
『
花
房
勝
家
文
書
』
他
 

じ
ょ
こ
う
 

じ
ょ
こ
う
 

か
ね
 

s
地
震
日
記
 

　（
「
永
代
御
用
留
」
安
政
元
年
） 

　〈
山
陽
郷
土
資
料
館
蔵
〉 

s
裁
縫
黌
教
育
取
締
辞
令
 

　（
明
治
九
年
七
月
十
四
日
） 

　〈
山
陽
郷
土
資
料
館
蔵
〉 

花房銀三郎 肖像画 
（花房 勝氏 蔵） 

キ 
　ロ 

キ 
　ロ 

キ 
　ロ 
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大
会
結
果 

募
　
　
集 

　
サ
ッ
カ
ー
、ホ
ッ
ケ
ー
な
ど

が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

広
場
で
す
。
照
明
設
備
が
あ

り
夜
間
使
用
も
で
き
ま
す
。 

【
利
用
料
金
】 

　¡

市
　
内 

　
　
使
用
料
　
　
三
百
円 

　
　
照
　
明
　
　
千
　
円 

　¡

市
　
外 

　
　
使
用
料
　
　
六
百
円 

　
　
照
　
明
　
　
二
千
円 

   

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の

　
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

■
第
三
十
七
回
全
日
本
中
学
生 

　
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会（
静
岡
県
） 

◇
磐
梨
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部 

　
小
引
　
千
尋
／
一
色
　
優
奈 

　
小
野
田
琴
巳
／
上
田
　
瑞
季 

　
若
林
　
璃
乃
／
白
石
茉
奈
美 

　
正
盛
　
奈
月 

               

■
第
三
十
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ 

　
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

　
夏
季
水
泳
競
技
大
会（
東
京
都
） 

◇
岡
山
理
科
大
学
附
属
中
学
校
一
年 

　
松
田
　
千
夏（
桜
が
丘
東
三
丁
目
） 

◇
赤
坂
中
学
校
一
年 

　
逢
坂
ひ
か
る（
山
口
） 

            

■
第
二
十
一
回
「
か
さ
さ
ぎ
杯
」 

　
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
協
技
会（
佐
賀
県
） 

◇
桜
が
丘
中
学
校
三
年 

　
吉
次
　
沙
綾（
桜
が
丘
西
六
丁
目
） 

  

■
第
三
十
八
回
全
国
中
学
校
体
操 

　
競
技
選
手
権
大
会（
宮
城
県
） 

◇
山
陽
女
子
中
学
校
二
年 

　
安
井
　
　
萌（
桜
が
丘
西
五
丁
目
） 

  

■
第
三
十
八
回
全
国
中
学
校 

　
柔
道
選
手
権
大
会（
山
形
県
） 

◇
桜
が
丘
中
学
校
三
年
　 

　
岡
村
　
紀
亜（
桜
が
丘
西
三
丁
目
） 

  

■
第
四
十
七
回
全
国
中
学
校 

　
水
泳
競
技
大
会（
岩
手
県
） 

【
飛
び
込
み
の
部
】 

◇
桜
が
丘
中
学
校
三
年 

　
加
藤
　
　
唯（
桜
が
丘
西
五
丁
目
） 

            

■
第
四
十
回
二
輪
車
安
全
運
転 

　
全
国
大
会（
三
重
県
鈴
鹿
市
） 

◇
御
津
高
校
三
年 

　
南
部
　
倫
宏（
町
苅
田
） 

                

日
　
時
　
七
月
二
十
八
日（
土
） 

場
　
所 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館 

【
小
・
中
学
生
の
部
】 
¡

敗
者
復
活
戦
優
勝 

　
山
陽
卓
親
Ａ 

　
　（
掲
載
は
関
係
分
の
み
） 

      

日
　
時
　
十
一
月
十
七
日（
土
） 

　
午
前
八
時
三
十
分
〜 

場
　
所
　 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育
館 

対
　
象
　
赤
磐
市
内
小
学
生 

チ
ー
ム
編
成 

¡

選
手
　
七
人
以
上
十
人
以
内 

　
初
め
て
参
加
す
る
チ
ー
ム
は
、十

月
二
十
日（
土
）に
開
催
す
る
「
わ
く

わ
く
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
教
室
」
で
ル
ー
ル

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
申
込
書
は
小
学
校
よ
り
配
布
さ

れ
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
４
３
２ 

松田さん（左）と逢坂さん（右） 

加藤さん（左）と岡村君（右） 
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　総務省、外務省、文部科学省および（財）自治体国際化協会の協力で実施している「語学指導等を行う
外国青年招致事業」により、今年も赤磐市へ２人の新しい先生がやって来ました。 
　アメリカからケビン・ドノバンさんが赤坂中学校へ、カナダからザクリー・ヌーンズさんが高陽中学校
へ赴任し、２学期から外国語指導助手（ＡＬＴ）として教壇に立ち、生徒たちに生きた英語を教えています。
また、小学校での英語活動の補助や、地域の国際交流活動などへも参加します。日本語もがんばって勉
強していますので、彼らを見かけたら気軽に「こんにちは！」と声をかけてみてください。 

こ 

赤 

ん
に
ち
は
、

高
陽
中
学
校
の

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ザ
ク
リ

ー
・
ヌ
ー
ン
ズ
で
す
。
私
は

カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
州

ト
ロ
ン
ト
出
身
で
す
。
私

は
二
十
二
歳
で
、オ
ン
タ

リ
オ
州
の
サ
ン
ダ
ー
ベ
イ

に
あ
る
レ
ー
ク
ヘ
ッ
ド
大

学
で
教
育
と
英
語
を
学

び
ま
し
た
。 

昨
年
は
教
育

実
習
で
、高
校
で
英
語
と

地
理
を
教
え
、こ
の
夏
に
は
小
・
中
学
生
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

教
え
ま
し
た
。
趣
味
は
演
劇
を
し
た
り
、脚
本
を
書
い
た
り
す

る
こ
と
で
す
。 

　
中
学
校
や
小
学
校
で
教
え
る
こ
と
が
待
ち
切
れ
な
い
ほ
ど

楽
し
み
で
す
。
ま
た
赤
磐
市
は
と
て
も
美
し
く
て
気
に
入
り

ま
し
た
。
山
や
周
り
の
自
然
を
眺
め
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

故
郷
よ
り
暖
か
い
国
に
住
め
る
こ
と
も
わ
く
わ
く
し
て
い
ま

す
。
日
本
食
が
好
き
で
、多
く
の
種
類
の
食
べ
物
に
挑
戦
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
い
る
間
に
、日
本
独
自
の
文
化

を
体
験
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

磐
市
の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。
私
は
赤
坂
中
学
校
の
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
ケ
ビ
ン
・
ド
ノ
バ
ン
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
近
く
の
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
パ
タ
ー
ソ
ン
大
学
で
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

と
ア
ジ
ア
学
を
学
び
ま
し
た
。
昨
年
三
週
間
日
本
に
滞
在
し
て
日
本
語
と
日

本
文
化
を
学
び
ま
し
た
。
私
の
趣
味
は
音
楽（
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
を
弾
く
こ
と
）、

写
真
そ
れ
か
ら
日
本
語
を
勉
強
す
る
こ
と
で
す
。 

　
赤
磐
市
は
今
ま
で
私
が
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
ど
こ
よ
り
も
美
し
い
で
す
。

私
の
故
郷
は
街
中
で
山
が
少
な
く
平
ら
で
す
。こ
こ
の
気
候
は
と
て
も
暑
く

湿
気
が
多
い
で
す
が
、ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
も
あ
ま
り
か
わ
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。
食
べ
物
も
本
当
に
お
い
し
い
で
す
ね
！ 

　
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
わ
く
わ
く
し
、嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
赤
坂
中

学
校
、石
相
・
軽
部
・
笹
岡
小

学
校
で
英
語
や
文
化
を
教
え

る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き

光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
赤
磐

市
に
い
る
間
に
、生
徒
や
地

域
の
人
か
ら
日
本
の
文
化
や

日
本
語
を
た
く
さ
ん
学
び
た

い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 



［
医
］＝
休
日
当
番
医
（
窓
口
受
付
 ９：００

～
１７；００

）（
「
※［
医
］
」
は
（
社
）赤
磐
医
師
会
管
内
の
岡
山
市
瀬
戸
町
地
域
の
休
日
当
番
医
で
す
）
　
◆
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

〈
注
〉１０
月
２８
日
の
赤
磐
医
師
会
病
院
の
当
番
日
は
原
則
と
し
て
小
児
科
診
療
の
み
と
な
り
ま
す
 

●
お
は
な
し
会〔
毎
月
第
２
土
曜
日
〕 

　
14：
00～（

吉
井
図
書
館
） 

●
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

　
14：
00～
 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

 ●
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
教
室
 

　
9：
00～

11：
30（
ふ
れ
あ
い
公
園
体

　
育
館
・
城
南
小
学
校
体
育
館
） 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
19：
00～
22：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
 

　
13：
30～
15：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
磐
梨
中
学
校
芸
術
文
化
祭
 

　
9：
00～
15：
00（
熊
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン

　
タ
ー
・
熊
山
公
民
館
） 

 

●
交
通
安
全
日
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会〔
２４
日
も
開
催
〕 

　
10：
00～
11：
00（
赤
坂
公
民
館
） 

●
少
年
少
女
天
文
教
室
 

　
19：
00～
21：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
1階
相
談
室
） 

［
医
］山
陽
ク
リ
ニ
ッ
ク
 1
086-955-7111 

［
医
］米
井
医
院
 1
086-954-0550 

※［
医
］平
岡
整
形
外
科
医
院
 

　
　
　
1
086-952-5225

［
医
］那
須
眼
科
 1
086-955-8980 

［
医
］景
山
医
院
 1
08699-5-2299 

※［
医
］鈴
木
医
院
 1
086-952-0205

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］戸
田
小
児
科
医
院
 1
086-955-3121 

［
医
］さ
く
ら
整
形
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　
1
08699-5-9720 

※［
医
］岡
山
東
部
脳
神
経
外
科
東
備
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　
　
1
086-952-5252

41
1

1
8

71
4

5
1

1
2

1
9

81
5

6
3

2

1
3

2
0

91
6

1
0

1
7◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
交
通
安
全
講
習
会〔
吉
井
地
域
〕　

　
19：
00～（

吉
井
会
館
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
交
通
安
全
講
習
会〔
熊
山
地
域
〕　

　
19：
00～
 

　（
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん〔
毎
週
水
曜
日
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
） 

 ●
子
育
て
講
座
　
10：
00～
11：
30 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
人
権
・
行
政
・
消
費
生
活
相
談
 

　
13：
00～
16：
00 

　（
本
庁
2階
第
1会
議
室
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
吉
井
会
館
農
事
実
習
室
） 

●
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
・
障
害
者
相
談

　
13：
00～
15：
00 

　（
吉
井
会
館
農
事
実
習
室
） 

 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
赤
磐
 

　
9：
00～
 

　（
ふ
れ
あ
い
公
園
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
） 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
民
俗
資
料
に
ふ
れ
て
み
よ
う
 

　
10：
00～
12：
00（
産
業
会
館
） 

●
人
権
･行
政
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
・
障
害
者
相
談
 

　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

★
１０
月
の
税
・
保
険
料
を
 

　
  期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
市
県
民
税
 

　
　
　
  …
…
…
…
…
…
３
期
 

　
●
国
民
健
康
保
険
税
 

　
　
　
  …
…
…
…
…
…
５
期
 

　
●
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
） 

　
　
　
  …
…
…
…
…
…
５
期
 

１０
月
３１
日
ま
で
 

 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　〔
２７
日
も
開
催
〕 

　
15：
00～（

赤
坂
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　〔
１３
日
、２０
日
も
開
催
〕 

　
11：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
 

　〔
毎
週
土
曜
日
開
催
〕 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
食
育
フ
ェ
ス
タ
　
13：
30～
 

　（
中
央
公
民
館
） 

体
育
の
日
 



休館日 

休館日 

休館日 

●
民
話
を
聞
く
会
 

　
10：
00～
11：
30（
高
月
公
民
館
） 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

●
リ
サ
イ
ク
ル
B
O
O
K
フ
ェ
ア
 

　（
中
央
・
吉
井
図
書
館
 28・
30日
も
） 

　（
赤
坂
・
熊
山
図
書
館
 11月

2日
迄
） 

●
図
書
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
 

　〔
～
１１
月
２９
日
〕 

　（
赤
坂
・
熊
山
・
吉
井
図
書
館
） 

 
［
医
］ひ
ら
た
整
形
外
科
 1
086-956-0700 

［
医
］佐
伯
北
診
療
所
 1
086-954-2032 

※［
医
］間
阪
内
科
医
院
 1
086-952-1717

 

［
医
］赤
磐
医
師
会
病
院
(小
児
科
診
療
) 

　
　

1
086-955-6688〈

注
〉
 

［
医
］井
上
内
科
 1
086-954-1902 

※［
医
］岩
藤
胃
腸
科
外
科
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　
　
1
086-952-1166

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

月
 火
 水
 

月
 火
 水
 木
 
金
 土
 日
 月
 
火
 水
 木
 金
 土
 日
 月
 火
 水
 木
 
金
 土
 日
 月
 
火
 水
 
木
 金
 土
 日
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が
電

　
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
…
４００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
…
２００
円
 

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
３００
円
 

1
 0

8
6
-9

5
4
-2

3
2
3

1
 0

8
6
-9

5
5
-4

4
3
2

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

2
51
1
/1

2
12
8

2
61
1
/2

2
22
9

2
71
1
/3

2
33
0

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

10
月
 

2
4

3
1 ◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

休館日 

休館日 

●
交
通
安
全
日
 

●
離
乳
食
講
習
会
　
10：
00～
11：
30 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
人
権
･行
政
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
乳
児
検
診
・
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
熊
山
支
所
育
児
相
談
 

　
10：
00～
11：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
　
9：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
） 

●
文
学
講
演
会
 

　
14：
00～（

中
央
図
書
館
） 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
す
。
 

※
プ
ー
ル
利
用
は
１０
月
末
ま
で
で
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
…
２００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
…
１００
円
 

  ●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
１００
円
 

トレーニング 

ルーム 屋内プール 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２１：００

 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２２：００

 

★参照 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

施設整備 

施設整備 

施設整備 

文
化
の
日
 

　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
 
★
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 

　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 

　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 

　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 

　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 

　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 

　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 

　
 
　
 
　
 
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
 
　
 
　
 

スポレクフェステ 

開催のため開放中止 

★
１０
月
８
日
は
、ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
赤
磐
開
催
の
た
め
、

　
無
料
開
放
と
な
り
ま
す
。
開
放
時
間
は
q
９：３０

～
１１：３０

、
　

w
１２：００

～
１４：００

。
一
般
開
放
と
併
せ
て
水
中
健
康
教

　
室
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
頂
け
ま
す
。
 

“
全
国
生
涯
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 
IN
 
赤
磐
”
開
催
の
た
め
１１

月
２
日
～
４
日
ま
で
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
一
般
開
放
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

お
知
 

ら
せ
 



●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111
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岩田３-１ 

穂崎８５１-１ 

長尾１５ 

河本１１４３ 

下市１８７-１ 

日古木７９５-１ 

上市１４１-１ 

五日市２４５-４ 

西中７８３-１ 

西中１１８８-１ 

山陽１丁目４-６ 

山陽４丁目１３-３ 

山陽７丁目４-２ 

桜が丘西４丁目１-１１ 

桜が丘西６丁目３-１３ 

桜が丘西７丁目１５-３１ 

町苅田９２０ 

西窪田５２３-１ 

山口１６０-３ 

西軽部２１１-１ 

小原２８６ 

惣分２８ 

河田原１-４ 

松木６３３-１ 

桜が丘東４-４-４７１ 

周匝７２８-１ 

周匝１０２６-５ 

周匝１４５２-１ 

是里３１２１-１ 

塩木１４ 

○ 

○ 

○ 

― 

○ 

― 

― 

○ 

○ 

― 

― 

― 

○ 

― 

― 

○ 

― 

― 

○ 

― 

○ 

― 

― 

― 

― 

○ 

― 

― 

― 

○ 

０８６-９５５-８８１２ 

０８６-２２９-２６１１ 

０８６-９５５-０８１５ 

０８６-９５５-９２５１ 

０８６-９５５-６６８８ 

０８６-９５５-８１９１ 

０８６-９５５-７１１１ 

０８６-９５５-８８６８ 

０８６-９５５-５３１１ 

０８６-９５５-７１１０ 

０８６-９５５-５５１５ 

０８６-９５５-３３４４ 

０８６-９５５-３１２１ 

０８６-９５６-０５０５ 

０８６-９５５-８０２５ 

０８６-９５５-３７５０ 

０８６-９５７-２１１１ 

０８６-９５７-３０３５ 

０８６-９５７-３０１２ 

０８６-９５７-３０５７ 

０８６-９５７-２６１１ 

０８６-９５７-２４００ 

０８６９９-５-２２９９ 

０８６９９-５-１２５１ 

０８６９９-５-９７２０ 

０８６-９５４-１９０２ 

０８６-９５４-０２０２ 

０８６-９５４-０５５０ 

０８６-９５４-０１８３ 

０８６-９５４-２０３２ 

医　療　機　関　名 住　　　所 電話番号 予約 

「○」＝予約必要　「―」＝予約不要 
※接種できる曜日、時間に制約がある医療機関もありますので、事前に電話等で医療機関に
　お問い合わせください。 

■インフルエンザ予防接種　赤磐市内委託医療機関一覧表 

お お く ま 皮 ふ 科 医 院  

マ ス カット 整 形 外 科 医 院  

幸 ヶ 峯 ク リ ニ ッ ク  

あかいわファミリークリニック 

赤 磐 医 師 会 病 院  

あ ま の 耳 鼻 咽 喉 科 医 院  

山 陽 ク リ ニ ッ ク  

山 本 ク リ ニ ッ ク  

三 島 内 科 医 院  

ふ よ う 内 科 ク リ ニ ッ ク  

吉 井 医 院  

小 坂 内 科 医 院  

戸 田 小 児 科 医 院  

う え の 内 科 小 児 科 医 院  

桜 が 丘 ク リ ニ ッ ク  

梶 原 内 科 医 院  

道 満 医 院  

越 宗 医 院  

桜 井 内 科  

戸 川 ク リ ニ ッ ク  

戸 川 医 院  

森 医 院  

景 山 医 院  

市 立 熊 山 病 院  

さ く ら 整 形 ク リ ニ ッ ク  

井 上 内 科  

　 田 医 院  

米 井 医 院  

市国民健康保険是里診療所  

市国民健康保険佐伯北診療所 
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　特定の工場・事業場、建設作業や自動車から発生する騒音・
振動について、騒音規制法（昭和４３年法律第９８号）および振
動規制法（昭和５１年法律第６４号）に基づき、地域を指定して
規制を行っていますが、赤磐市の規制地域を変更する手続き
を岡山県が進めています。 
　つきましては、市民の皆さんの意見を聞くパブリック・コメ
ントを行っておりますので、お知らせします。 

 

 

 

赤磐市での騒音規制法および 
振動規制法に基づく規制地域の 
指 定 に 関 す る 意 見 募 集  

募　集 
期　間 

資料閲覧 
場　所 

問い 
合わせ先 

１０月２５日（木）まで 

岡山県庁県政情報室および生活環境部環境管理課 
岡山県の各県民局および各県民局支局 
岡山県生活環境部環境管理課ホームページ 
赤磐市役所環境課または各支所市民生活課 

岡山県生活環境部環境管理課大気保全班 

1０８６-２２６-７３０２ 
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内　　　　　容 と　　こ　　ろ 

入　　園　　料 

問い合わせ先 
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第4回 赤磐市音楽祭 開催のお知らせ 

問い合わせ先：中央公民館 1０８６-９５５-００６９ 

●スペシャル・ゲスト　 
　「ストローおじさん」 神谷　徹  
●ライツ室内管弦楽団チェンバー・プレイヤーズ 

　百合花（メゾ・ソプラノ）／西村　祐可子（第１ヴァイオリン） 
　村田　道代 （第２ヴァイオリン）／佐　利　祐子（ヴィオラ） 
　雨田　一孝 （チェロ）／南出　信一（コントラバス） 
　　　　　　　　　　　 
１１月４日（日） 開場：午後１時３０分／開演：午後２時 
 
中央公民館大集会室 
 
大人（高校生以上）１，０００円／小人（中学生以下）５００円 
 
美しく青きドナウ／千の風になって 
弦楽による「ラジオ体操第一」／神谷　徹「ストロー音楽の世界」 
ジャニーギター／サウンド・オブ・ミュージックメドレー　ほか 

出　演  

日　時  

場　所  

入場料  

プログラム 

◆チケットのお買い求めは…中央公民館・赤坂公民館・熊山公民館・吉井公民館・桜が丘いきいき交流センター 
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総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事
務
所

で
は
、行
政
相
談
と
し
て
国
な
ど
の

仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、そ
の

他
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
の
ご
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
相
談
の
内
容
は
道
路
、河
川
、年
金
、

雇
用
、労
災
保
険
、福
祉
、窓
口
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、役
所
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、ど
ん

な
小
さ
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

　
総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事
務
所

で
は
、年
間
を
通
じ
て
ご
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。 

■
行
政
苦
情
一
一
〇
番 

　
1
０
８
６（
２
２
４
）１
１
０
０ 

　
6
０
８
６（
２
２
１
）５
６
６
１ 

　
赤
磐
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
は
、

定
期
的
に
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
の
で
、詳
し
く
は
本
庁
の
協
働
推

進
室
ま
た
は
各
支
所
の
市
民
生
活

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

¡
山
陽
地
域
行
政
相
談
員 

　
岩
同
　
　
潔 

¡
赤
坂
地
域
行
政
相
談
員 

　
常
安
　
克
之 

¡
熊
山
地
域
行
政
相
談
員 

　
難
波
　
芳
美 

¡
吉
井
地
域
行
政
相
談
員 

　
杉
本
　
宗
義 

本庁２階 
第１会議室 

赤坂健康管理 
センター 

熊山保健福祉 
総合センター 

熊山保健福祉 
総合センター 

熊山保健福祉 
総合センター 

吉井会館 
農事実習室 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

山陽総合福祉 
センター１階相談室 

１０月１９日（金） 
【人権】【行政】は 
午前１０時～午後３時 
【心配ごと】は 
午後１時～３時 

１０月１７日（水） 
【無料法律】は 
午前１０時～午後３時 
その他の相談は 
午後１時～３時 

１０月５日（金） 
午前１０時～正午 

１０月１９日（金） 
午後１時～３時 

１１月２日（金） 
午前１０時～正午 

１０月５日（金） 
午後１時～４時 

１０月１７日（水） 
午後１時～４時 

１０月１５日（月） 
午後１時～３時 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 

【心配ごと】 

【障害者】 

【心配ごと】 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 
【消費生活相談】 
すべて予約制 

【身体障害】【知的障害】 

【心配ごと】 

【心配ごと】 

【無料法律】（１人３０分） 
破産・債務整理の相談は 
随時相談可 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 
※要予約 

【無料法律】（１人３０分） 
岡山弁護士会所属弁護士 
※要予約 

【無料法律】【人権】 
¡本庁市民課 
　1０８６-９５５-１１１４ 
【行政】【消費生活相談】 
¡協働推進室 
　1０８６-９５５-４７８３ 

¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 

¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 

¡社会福祉協議会熊山支所 
　1０８６９９-５-２３３６ 

¡熊山支所健康福祉課 
　1０８６９９-５-１２９３ 

¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 

¡社会福祉協議会山陽支所 
　1０８６-９５５-８８７７ 

¡社会福祉協議会赤坂支所 
　1０８６-９５７-２３３４ 

¡赤坂支所市民生活課 
　1０８６-９５７-４８２１ 

¡吉井支所健康福祉課 
　1０８６-９５４-１３７４ 

¡社会福祉協議会吉井支所 
　1０８６-９５４-２５３３ 

¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 

¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 

山
　
陽
　
地
　
域 

赤
坂
地
域 

熊
　
山
　
地
　
域 

吉
　
井
　
地
　
域 

日　　　時 場　　　所 問い合わせ先 相談内容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

秘書課公聴広報係  1086-955-4770

　
「
こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り
」
は
、地
域
の

特
産
品
で
あ
る
「
こ
れ
里
ワ
イ
ン
」
を
県
内

外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、都
市
生

活
者
と
農
村
と
の
交
流
の
場
と
し
て
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、多
く
の
ワ
イ
ン
愛

好
家
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。 

　
当
日
は
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
ワ
イ
ン
の
飲
み

放
題
。
各
テ
ン
ト
村
で
は
、新
酒（
キ
ャ
ン
ベ

ル
）の
販
売
や
地
域
特
産
品
の
販
売
。ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、歌
謡
シ
ョ
ー
や
郷
土
芸

能
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
秋
の
一
日
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日
　
時
】
十
一
月
十
一
日（
日
） 

　
正
午
〜（
雨
天
決
行
） 

【
場
　
所
】
是
里
農
村
公
園 

【
前
売
券
】 

　
四
千
円（
当
日
券
四
千
五
百
円
） 

　〔
肉
・
野
菜
・
ワ
イ
ン
・
パ
ン
の
セ
ッ
ト
付
〕 

　
吉
井
支
所
駐
車
場
よ
り
無
料
送
迎 

　
バ
ス
運
行 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り 

　
実
行
委
員
会
事
務
局 

　
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
１
９ 

新
酒
の
ワ
イ
ン
で
乾
杯
 

第
十
九
回
こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り
開
催
 

〜
是
里
農
村
公
園
で
〜
 

会
員
募
集
中
！
 

　
九
月
の
読
者
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
芸
術

鑑
賞
の
集
い
」の
日
時
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

し
ま
す
。
詳
し
く
は
別
添
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
【
誤
】
日
時
　
十
月
二
十
八
日（
日
） 

　
【
正
】
日
時
　
十
月
二
十
七
日（
土
） 

 

赤
磐
市
文
化
協
会 

芸
術
鑑
賞
の
集
い
 

　
九
月
一
日
か
ら
、「
ド
イ
ツ
の
森
公
園
」の

中
に
あ
る
ワ
イ
ン
醸
造
場
「
こ
れ
里
ワ
イ
ナ

リ
ー
」
で
、二
〇
〇
七
年
収
穫
の
是
里
産
ぶ

ど
う
「
リ
ー
ス
リ
ン
グ
」
や
「
キ
ャ
ン
ベ
ル
」
を

使
用
し
て
、ワ
イ
ン
醸
造
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
機
械
で
搾
り
取
ら
れ
巨
大
タ
ン
ク
に
納
め

ら
れ
た
ワ
イ
ン
は
、十
月
下
旬
の
ビ
ン
詰
め
の

後
、十
一
月
十
一
日（
日
）の
「
こ
れ
里
ワ
イ

ン
ま
つ
り
」で
初
お
披
露
目
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
里
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
 

ワ
イ
ン
初
醸
造
 

　
子
ど
も
と
教
育
、く
ら
し
、平
和
、老
後
の

こ
と
、そ
し
て
女
性
の
権
利
な
ど
、み
ん
な
で

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。 

　
母
親
大
会
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

【
日
　
時
】
十
月
二
十
八
日（
日
） 

 
　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

【
場
　
所
】岡
山
衛
生
会
館（
三
木
記
念
ホ
ー
ル
） 

【
資
料
代
】
七
百
円 

【
記
念
講
演
】 

　
「
憲
法
が
変
わ
る
と
子
ど
も
た
ち
の
未
来

　
は
ど
う
な
る
の
？
」 

【
講
　
師
】
松
山
大
学
人
文
学
部 

　
大
内
裕
和
　
教
授 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
岡
山
県
母
親
大
会
実
行
委
員
会 

　
1
０
８
６（
２
３
２
）４
４
９
５ 

第
四
十
一
回
 

岡
山
県
母
親
大
会
 

t
昨
年
の
様
子 

　
吉
井
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、現
在
、木
工
、陶

芸
、竹
細
工
の
三
部
門
で
、十
六
人
の
会
員
が
月
二
回
程

度
、制
作
活
動
を
す
る
傍
ら
、

地
域
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
に
参
加
し
て
活
動
を

紹
介
し
、
地
域
の
方
々
と
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、吉
井
地
域
以
外

に
も
活
動
範
囲
を
広
げ
、他

団
体
と
の
交
流
を
図
る
と
と

も
に
、地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
「
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
」
を
伝
え
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
も
の
づ
く
り
の
好
き
な

人
、ぜ
ひ
、一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！ 

【
活
動
内
容
】 

¡

木
工
／
適
宜
　¡

陶
芸
／
第
一
、三
木
曜
日 

¡

竹
細
工
／
第
二
、四
木
曜
日 

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）０
１
０
５
　
中
務 

　
事
務
局（
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
） 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 



熊　山　支　部 

栄養
委員
の 
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手 打 ちうど ん  

第
十
六
回
 

山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

出
場
者
募
集
 

【
日
　
程
】 

　
平
成
二
十
年
一
月
十
三
日（
日
） 

【
場
　
所
】 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

　
大
ホ
ー
ル 

【
申
込
締
め
切
り
】 

　
十
月
三
十
一
日（
水
） 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ 

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会 

　
代
表
・
河
田
賢
太
郎 

　
1
０
９
０（
３
７
４
６
）３
６
８
５ 

　ご家族で、またお友達同志でぜひ一度作ってみ
てください。豚汁など温かい汁に入れたうどんも
とてもおいしいです。 

◆材料（４人分） 
　¡中力粉 ２００　　¡水 ９０cc　¡塩 ８　 
　¡コーンスターチ 大さじ１・１/３ 
　　（打ち粉用。なければ中力粉でよい） 
　¡だし ２８０cc　¡みりん 大さじ２ 
　¡砂糖 大さじ２　¡しょうゆ 大さじ４ 

◆作り方 
　q水９０ccに塩８　を溶かして塩水を作る。 
　wボールに中力粉を入れ、qの塩水をまわし入
　　れ、菜ばしで大きく混ぜる。 
　eそぼろ状にまとまってきたら台の上に出して
　　手でこねる（５分くらい） 
　r全体が均一になり弾力があり、表面がなめら
　　かになれば、生地を丸めラップで包み、室温
　　で休ませる。（３０分程度） 
　trの生地を棒状にして打ち粉をまぶしなが
　　らめん棒でだえん形にのばす（厚さを３　程
　　度にする）。３つ折にし、幅５　程度に切る。 
　y２　の湯の中にうどんをほぐし入れる。再沸
　　騰したら、１５分程ゆで、ざるにあけて、流水で
　　冷やしながらぬめりを洗い流し、水気をよく
　　きり盛り付ける。 

　［つけ汁の作り方］ 
　1みりん大さじ２を鍋に入れ、アルコールをと
　　ばす。火を止め、あら熱をとり、砂糖、しょうゆ
　　を加え、弱火で１～２分程加熱する。 
　21の中にだしを２８０cc入れ、冷蔵庫で冷やし
　　ておく。 

●栄養委員活動紹介 
　８月４日熊山保健福祉総合センターで地域の皆
さんのご協力のもと、親子料理教室を実施しました。
アンケートを記入していただいたところ、勉強になっ
た、大変楽しかったなど、嬉しい感想をいただき
きました。作ってみたいメニューについてもいろ
いろ希望がありましたので、また今後の活動の中
で参考にさせていただこうと思っています。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
、 

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
で
文
化

活
動
を
行
っ
て
い
る
人
た
ち
が
日
ご
ろ
の
活

動
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
　
時
】 

　
十
月
二
十
七
日（
土
）〜
二
十
八
日（
日
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

【
場
　
所
】 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

【
催
し
物
】 

◇
舞
台
発
表
・
展
示
な
ど 

　〈
特
別
出
演
〉 

　
　
山
陽
北
幼
稚
園
園
児（
フ
ィ
ナ
ー
レ
） 

◇
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
で
は
軽
食
を
用
意 

◇
抹
茶
・
煎
茶
席 

◇
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
桜
が
丘
地
域
の

　
三
十
周
年
を
展
示 

◇
花
の
苗
を
販
売 

◇
医
療
生
協
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧
・
体

　
脂
肪
は
無
料
、尿
・
骨
密
度
は
有
料
） 

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
乗
り
合
わ
せ
、ま
た
は
、
公
共
交
通
機

　
関
で
の
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
第
四
回
文
化
祭
実
行
委
員
長
　
岡
田 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）２
５
９
２ 

輝
け
 
あ
か
い
わ
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
第
四
回
文
化
祭
開
催
の
ご
案
内
 

s
昨
年
の
様
子 

グラ 
ム 

ミ 
　リ 

リッ 
トル 

ミ 
　リ 

グラ 
ム 

グラ 
ム 
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８・９月のできごと 

　
八
月
十
七
日（
金
）、赤
坂
支
所
で
、赤
坂
地
域
の
民

生
委
員
児
童
委
員
、愛
育
委
員
、栄
養
委
員
が
合
同
研

修
を
開
催
し
ま
し
た
。
、三
回
目
と
な
る
こ
の
研
修
に

は
赤
坂
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
も
参
加
し
、

地
域
づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。 

　
総
社
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
佐
野
事
務
局
次
長
か

ら
「
誰
も
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
」
と

題
し
、総
社
市
で
の
小
地
域
ケ
ア
会
議
・
福
祉
委
員
活

動
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、そ
の
後
、「
私
た
ち
の
地
域

に
つ
い
て
語
ろ
う
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、地
域
別
の
六
グ
ル
ー

プ
で
積
極
的
な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
研
修
に
参
加
し
た
民
生
委
員
児
童
委
員
の
重

利
道
広
さ
ん
は
、「
他
の
委
員
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
持
っ
て
お
ら
れ
、話
し
合
い
を
す
る
こ
と
で
見
守
り
な

ど
の
支
援
が
や
り
や
す
く
な
る
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な

話
し
合
い
を
し
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
九
月
四
日（
火
）、豊
田
小
学
校
の
四
年
生

か
ら
六
年
生
が
国
体
入
賞
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
を
経
験
し
た
選
手
と
指
導
者
に
短
距

離
走
、幅
跳
び
、高
跳
び
を
指
導
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、競
技
力
の
向
上
の
た
め
実
施
さ
れ

て
い
る
晴
れ
の
国
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
派
遣
事

業
に
よ
る
も
の
で
、県
立
一
宮
高
等
学
校
陸

上
部
三
年
の
尾
c
友
美
さ
ん
、小
橋
美
紀
さ

ん
、三
浦
彩
さ
ん
と
同
部
顧
問
植
月
透
先
生

か
ら
丁
寧
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
選
手
た
ち
の
お
手
本
を
み
て
感
動
し
た

り
、指
導
の
と
お
り
に
し
て
み
る
と
無
理
だ
と

思
っ
て
い
た
高
さ
を
跳
べ
た
り
と
貴
重
な
経
験

に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。 

　
八
月
二
十
二
日（
水
）、全
国
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会
、岡
山
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
主

催
に
よ
る
交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
庁
。

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

母
の
会
連
合
会
会
長
か
ら
赤
磐
市
長
へ
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
、市
長
は
「
赤
磐
市
で

は
、二
年
連
続
交
通
危
険
度
ワ
ー
ス
ト
一
位
と
い

う
実
情
で
あ
り
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
ん
し
に
受
け

止
め
、子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
、交
通
弱
者
の
交

通
事
故
を
一
件
で
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

交
通
安
全
対
策
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
庁 ▲太陽が照りつけるなか、メッセージの伝達 

▲陸上競技の楽しさを学びました 

★
市
老
人
ク
ラ
ブ
山
陽
支
部
役
員

　
が
市
長
室
を
訪
れ
、女
性
部（
近

　
藤
英
子
部
長
）が
作
成
し
た
亀

　
の
マ
ス
コ
ッ
ト
四
百
二
十
個
を

　｢

交
通
安
全
に
役
立
て
て
く
だ

　
さ
い｣

と
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

▲地域にある３つの壁について語る 
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敬
老
週
間
と
い
う
こ
と
で
、
百
歳

以
上
の
人
に
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
猛
暑
の
せ
い
か
体
調
を

崩
さ
れ
た
人
が
お
ら
れ
た
り
、
連
絡

が
取
れ
な
い
人
が
お
ら
れ
た
り
な
ど

三
人
の
人
の
紹
介
と
な
り
ま
し
た
。

陽
気
な
人
ば
か
り
で
楽
し
い
取
材
で

し
た
。 

　
八
月
に
飛
び
込
ん
だ
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

経
済
誌
を
発
行
す
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社
が
全
国
八
百
五
都
市
を
対
象
に
調

べ
た
「
安
心
し
て
住
め
る
街
」
ラ
ン
キ

ン
グ
で
、
赤
磐
市
が
全
国
で
三
十
四

位
に
選
ば
れ
岡
山
県
で
は
ト
ッ
プ
で

し
た
。
調
査
し
た
の
は
「
生
命
・
財
産
」

の
安
全
や
、「
教
育
・
老
後
・
病
気
」
の

安
心
、「
経
済
力
」
の
四
項
目
を
国
の

統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に
独
自
に
偏
差

値
化
さ
れ
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 
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c

t
華
や
か
に
舞
う
踊
り
連 

　
八
月
十
日（
金
）、中
央
公
民
館
調
理
室

で
、赤
磐
市
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

山
陽
班
の
メ
ン
バ
ー
七
人
の
指
導
に
よ
り
、

親
子
で
石
け
ん
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

子
ど
も
五
人
、保
護
者
二
人
の
参
加
者
た

ち
は
、廃
油
の
匂
い
と
混
ぜ
る
時
の
加
減
に

悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
が
、無
事
石
け
ん
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
環
境
に
つ
い
て

考
え
る
時
間
が
で
き
、夏
休
み
の
思
い
出
の

一
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。 

　
八
月
二
十
六
日（
日
）、諏
訪
神
社
周
辺
で

夏
を
締
め
く
く
る
備
前
阿
波
踊
り
祭
り
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
「
す
さ
い
連
」
の
ほ
か
「
童
鬼
連
」
や
「
四

ツ
葉
の
会
＆
仔
の
葉
の
会
」
な
ど
の
踊
り
連

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
踊
り
を
披
露
。 

　
太
鼓
や
か
ね
、笛
の
音
が
奏
で
る
名
調
子

が
響
い
た
諏
訪
神
社
境
内
で
は
、各
踊
り
連

の
熱
く
華
や
か
な
踊
り
に
、詰
め
掛
け
た
大

勢
の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

s
会
場
い
っ
ぱ
い
の
受
講
者 

s
石
け
ん
を
牛
乳
パ
ッ
ク
に
流
し
込
み 

　
形
を
つ
く
る
作
業 

　
八
月
二
十
八
日（
火
）、く
ま
や
ま
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
赤
磐
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
熊
山
支
部
会
員
他
百
五

人
が
参
加
し
「
生
活
習
慣
病
と
糖
尿
病
」

と
題
し
て
健
康
づ
く
り
講
演
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

　
市
立
熊
山
病
院
田
中
良
治
院
長
が
、映

像
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
講
演
。

参
加
者
は
、
熱

心
に
受
講
し
て

い
ま
し
た
。 
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地
域
で
学
ぶ
 

　
「
岡
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ワ
ー
ク
１４
」
事
業

で
市
内
の
中
学
２
年
生
が
学
校
を
離
れ
、

地
域
の
事
業
所
に
通
勤
し
て
、３
日
間
の

職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。
 

            

■
婦
本
路
古
墳
群 

　
赤
磐
市
弥
上
で
、今
か
ら
一
四

〇
〇
年
ほ
ど
昔
の
歴
史
の
一
ペ
ー

ジ
を
ひ
も
解
く
貴
重
な
発
見
が

あ
り
ま
し
た
。
今
年
四
月
か
ら
九

月
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
岡
山
県
古

代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

古
墳
三
基
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
期

間
中
に
開
催
さ
れ
た
二
度
の
現

地
説
明
会
で
、実
際
の
調
査
成
果

を
ご
覧
に
な
っ
た
方
々
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
三
基
の
古
墳（
二
・
三
・
四
号
墳
）

は
い
ず
れ
も
直
径
約
七
〜
八
　
の

円
墳
で
、山
の
斜
面
に
近
接
し
て

造
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
基
は
六
世

紀
後
半
に
相
次
い
で
築
か
れ
ま
し

た
が
、そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
で
す
。

二
号
墳
は
、墳
丘
の
横
に
出
入
り

口
の
あ
る
、埋
葬
が
何
度
で
も
可

能
な
横
穴
式
石
室
を
も
っ
て
い
ま

す
。こ
の
石
室
は
六
世
紀
に
一
般

的
に
な
る
新
し
い
埋
葬
形
態
で
す
。

そ
れ
に
対
し
、三
号
墳
と
四
号
墳

は
古
墳
が
初
め
て
造
ら
れ
た
時
代

か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
、
一
人
だ

け
を
埋
葬
す
る
竪
穴
式
石
室
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
三
号
墳
の
墳

丘
内
に
は
、別
々
の
方
向
を
向
い

た
二
基
の
竪
穴
式
石
室
が
あ
り
、

同
じ
墳
丘
を
用
い
て
二
回
の
埋
葬

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
ま
た
、四
号
墳
に
は
一
基
の
竪

穴
式
石
室
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
床
は
大
き
め
の
石
を
敷
き
並

べ
て
い
ま
す
。 

　
三
基
の
竪
穴
式
石
室
で
は
、普

段
食
器
と
し
て
使
わ
れ
た
須
恵

器
の
杯
と
そ
の
蓋
を
複
数
並
べ
、

葬
ら
れ
た
人
の
枕
と
し
て
い
ま
し

た
。
付
近
か
ら
は
首
飾
り
に
使
わ

れ
た
美
し
い
玉
の
数
々
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。こ
の
枕
と
そ
の
周
囲
の

玉
類
が
あ
れ
ば
、死
者
の
骨
が
残

っ
て
い
な
く
て
も
、頭
の
位
置
を
知

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

　
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
現
代
に

よ
み
が
え
っ
た
こ
れ
ら
の
資
料
は
、

過
去
の
人
々
が
た
ど
っ
て
き
た
歴

史
の
一
端
を
我
々
に
語
っ
て
く
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
　 

　
こ
の
古
墳
群
の
調
査
は
終
了
し

た
た
め
現
地
を
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、九
月
か
ら
山
口
地
内

で
八
塚
古
墳
群
の
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、現
地
説
明
会
等

の
機
会
に
た
ず
ね
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 
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の 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

ふ 

ぼ 

ろ 

こ
ふ
ん
ぐ
ん 

き 

ま
い
そ
う 

よ
こ
あ
な
し
き 

せ
き
し
つ 

た
て
あ
な
し
き 

せ
き
し
つ 

す
　
え 

き 

ほ
う
む 
ま
く
ら 

つ
き 

た
ま 

や
つ
づ
か 

ふ
た 

t
三
号
墳
の
竪
穴
式
石
室
の
須
恵
器（
枕
） 

t
二
号
墳
の
横
穴
式
石
室
の
内
部 

t
古
墳
群
全
景 

写真提供：岡山県古代吉備文化財センター 
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